
 
 
 
 

 

 

連続学習会 第３回 

『政治の流れと平和への課題』 

平和、いのち、くらしを壊す戦争準備の大軍拡・大増税 NO！連絡会は、「大軍拡・大増税より

もくらし・福祉・教育の充実を！戦争の準備より平和の準備を！オンライン連続学習会」と題し、

全３回の学習会を企画し、最終回となる第３回を４月９日（金）18 時より開催し、190 か所以上

で視聴されました。 

 

中央社会保障推進協議会（中央社保協）の代表委員を務める山田さんは開会あいさつで、全３回

にわたる連続学習会が今回で最終回を迎えたことに触れ、オンラインで集まった全国の参加者へ感

謝を述べました。また、軍事費の膨張が国民の生活や福祉を圧迫している現状に対し、「今まさに

私たちは、平和と暮らしの岐路に立っています。この連続学習会を通じて、何が起きているのかを

正しく知り、反対の声を広げていくことが重要です」と訴えました。 

 

「政治の流れと平和への課題」  

神戸女学院大学名誉教授 石川康宏 氏 

神戸女学院大学の石川康宏名誉教授が講演。総選挙の結果や緊迫する

国際情勢を鋭く分析し、これからの市民運動に求められる「対話の作

法」について提言しました。 

日本がアメリカの出撃拠点に―急速に進む軍事一体化 

昨今の情勢変化について「極めて危うい状況が誰の目にも明らかにな

ってきた」と警鐘を鳴らしました。九州・沖縄の最前線化、佐世保への

九州強襲揚陸艦トリポリの入港や、沖縄海兵隊の動きを挙げ、「日本が

アメリカの出撃基地になっていることが多くの人にわかるようになって

きた」と指摘しました。こうした事態に対し、国会前での「2万 4000

人」、「3万人」という大規模な集会や、全国 150カ所以上で連帯が生まれている現状を報告しました。 

また、トランプ政権の外交姿勢について、「むき出しの帝国主義」であると断じました。米国は日本

に対し「支出を増やすだけでなく行動（自衛隊派遣）を起こせ」と迫り、軍事費の GDP比増大や港湾

の自由使用を要求している現状を解説。「トランプから見れば日本もまた支配の相手である」と述べま

した。一方で、G20やグローバルサウスの国々は「国際法や国連憲章の原則」を重視しており、米国主

導の秩序が「公正・民主的な国際秩序」へと変わる過渡期にあるという広い視野を持つ重要性を強調し

ました。 
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講演 



SNSが可視化した「若者の自民回帰」と生活苦 

総選挙で自民党が大勝した要因について、「SNSの圧倒的な波及力」を挙げました。17億 5000万回

という選挙関連動画の再生数に触れ、特に高市氏の動画が若年層の支持を牽引した現状を分析。「SNS

で 9月からグイグイ伸び、若者の自民支持率を数倍に跳ね上げた」と述べました。一方で、若者が保守

政党へ向かう背景は思想的な右傾化ではなく、「非正規雇用で将来が描けない」「消費税を下げてほし

い」という切実な生存権への願いであり、「自分たちの暮らしを何とかしてほしいという原動力で動い

ている」と分析しました。 

運動の課題：リベラル左派に欠けている「発信力」と「謙虚さ」 

現状のリベラル左派勢力について「SNSが全然使えていない」「蚊帳の外になっている」と厳しい評

価を下しました。「SNSの使い方をわかっている若い人に、組織として運用を大胆に任せるべきだ」

と、上意下達の組織運営からの脱却を訴えました。 

説得ではなく「そうだね」から始まる関係性 

さいごに、反対勢力や無関心層と

の向き合い方を提示しました。左派

が嫌われる最大要因は「自分たちだ

けが正しいと思い込んでいる匂い」

であるとし、「短時間での説得は不可

能。真面目に平和を考える良い人た

ちだと思われないといけない」と語

りました。「あなたも私も平和が大事

だよね」という共通点から始め、「対

話が終わった後も、また今度喋ろう

ねと気軽に別れることができるお喋

り」を目指すべきだと結論づけました。 

 

現場の確信と「寄り添う対話」へ 

全労連の石川副議長は閉会あいさつで、この日（4/9）新宿で行った「9の日宣伝」の様子を振り返

り、「デモカレンダーを見て参加したという一般市民が十数人もいて、大変勇気づけられた。変化は身

近に起こっている」と手応えを語りました。また、講演で強調された『対話の作法』に触れ、「相手の

気持ちに寄り添う『そうだね』という共感。そこからしか対話は始まらない」と、あらためて呼びかけ

ました。 

さいごに、「憲法が最大の危機にある今こそ希望を確信に変え、明日から平和を守る運動に自信を持

って踏み出していこう」と呼びかけました。 

 

◆本学習会の講演部分をユーチューブで視聴できます◆ 

講演動画 → https://youtu.be/cX272iZarso 

講演資料 → https://x.gd/cg5vJ 
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